
令和4年3月7日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。
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以上
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３：
全て
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以上
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全て
90％
以上

１：い
ずれ
かで
も
70％
未満

B

　運動会を計画どおり、低・中・高学年
の３部形式によって実施した。当日だけ
でなく、事前の練習過程についてもホー
ムページやタブレット等を通じてお知ら
せする工夫に取り組んできたため、保
護者からもおおむね好評であった。
　児童の体力向上に向けて、感染防止
に配慮しながら体育的活動の充実を目
指してきた。昨年度はできなかった体力
テストを実施し、本校児童の体力・運動
能力の傾向を分析した。休み時間に行
う「仲六道場」で向上を目指した「投力」
や「跳力」、例年の取組として行っている
持久走週間やなわとびチャレンジで育
む持久力には一定の成果が見られた。
今年度の体力テストの結果からは、本
校児童の傾向として「敏捷性（反復横跳
び）」や「握力」等に課題が見られた。体
育の授業改善や体育的活動の工夫を
通じて児童の体力向上を目指す。

Ｃ（児　童）：
　「学校生活は楽し
い」　と回答する児童
の割合 94

Ｐ（保護者）：
　「学校は、子ども一
人一人を大切にした
教育を行っている」
「教員は、学習活動
を工夫し、わかりや
すい授業づくりに努
めている」　と回答し
た保護者の割合（２
項目） 94 93

Ｃ（児　童）：
　「運動が好き、すすん
で体を動かしている」
「早寝・早起き・朝ごは
んを守り元気よく生活
しようと心がけている」
と回答した児童の割合
（２項目） 85 88

Ｐ（保護者）：
　「学校は、体育の授
業や体育的行事等の
充実を図り、子どもの
体力向上に努めてい
る」　「学校は、早寝・早
起き・朝ごはん月間等
の取組を通じて、健康
教育に努めている」　と
回答した保護者の割合
（２項目） 94 96

Ａ

Ｃ（児　童）：
　「授業で学習したこと
がよくわかる」　「本を
読むことが好き」　と回
答した児童の割合（２
項目） 91 80

Ｐ（保護者）：
　「学校は、習熟度別
指導や補習等により、
子ども一人一人の学
力に応じた指導に努
めている」　「子どもは
基礎的な学力を身に
付けてきている」　「学
校は年３回の読書活
動などを通じて、子供
の読書への関心を高
め、豊かな読書活動
ができるように工夫し
ている」　と回答した保
護者の割合（３項目）
93 89 92
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Ｂ

３：
全て
80％
以上

２：
全て
70％
以上

４：

全て
90％
以上

４：

全て
90％
以上

３：

全て
80％
以上

２：

全て
70％
以上

Ｃ（児　童）：
　「学校や地域のこと
が好き」　「宿題など
の家庭学習を、しっ
かりやっている」　と
回答した児童の割合
（２項目） 91 85

Ｐ（保護者）：
　「学校は、学校公開
や保護者会、各種お
たよりや学校ホーム
ページ等を通じて、
教育活動の積極的
な情報発信に努めて
いる」　と回答した保
護者の割合 97

目標に対する成果指標

２：

全て
70％
以上

４：
全て
90％
以上

３

C３

P４

12

学校関係者記入欄

12

令和３年度　大田区立仲六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

学校教育目標　：　日々新しく伸びゆく仲六の子　　●　なかよくする子　　●　かんがえる子　　●　心ゆたかな子　　●　はたらく子　　●　くじけない子（新規目標）
児童数　：　２４７名（令和３年４月１日現在）　　　学級数　：　１０学級（１年２学級　２年２学級　３年１学級　４年１学級　５年２学級　６年２学級）
概　要　：　１９５７年開校で、今年度で６４周年を迎える。学区域には住宅のほか商店街や町工場などがあり、地域に古くから居住する世帯・住民も多い。そのため、地域から愛され、地域と学校とのつながりが深く、教育活動におけるかかわりも豊富かつ多様である。
目指す学校像　：　だれにとっても「大好きな学校」（児童、保護者・地域、教職員）
目指す児童像　：　「自分の考えを表現できる子」（校内研究では、様々な教科での育成を目指す）
特色ある教育活動　：　主体的な学び　人との関わり　言語活動の充実（語彙の獲得・拡充と表現する力）　規範意識の向上　体力向上　保護者や地域と共に歩む学校

Ｃ（児　童）：
　「自分や友達のこと
を大切にしている」
「いろいろな人にす
すんであいさつをし
ている」　「きまりを
守って行動している」
と回答した児童の割
合（3項目）
 96 88 88

Ｐ（保護者）：
　「子どもはやさしく
思いやりのある子に
育ってきている」
「子どもはきまりを
守って行動する子に
育ってきている」
「学校は、子どもの心
に寄り添い、いじめ
や不登校、問題行動
等の未然防止・早期
発見・早期対応に努
めている」　と回答し
た保護者の割合（3
項目）
 97 91 88

11

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

３

C3

P4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　「開かれた学校づくり」を重要なコンセ
プトの一つとして位置付けてきたが、コ
ロナ禍の影響によって学校公開や保護
者会、地域教育連絡協議会等について
も、開催を見送ったり制限を設けて実施
したりすることが多く、運営上の困難が
大きかった。にもかかわらず保護者の
肯定的回答率が非常に高かったのは、
対策を講じて工夫しながらできる限り学
校行事を行ってきたこと、教員との日頃
からの情報共有、学校広報（各種おた
よりや学校ホームページ）等を通じて学
校の取組や様子に関する日常的な情報
発信に努めてきたことなどの成果と考え
ている。
　運動会では中学年が町会から法被を
借用して表現種目を行った。「町を元気
にする」を活動のテーマに掲げ、活動後
には町会に宛てた礼状を届けるなど、
内容の濃い間接交流を行い、学校・児
童と地域とのつながりを深める一助と
なった面もあった。
　児童の学力向上や健全育成のため
に、今後も保護者との連携をより強くす
るよう努めるとともに、学校が拠点となっ
て保護者や地域とのつながりを一層深
める取組を工夫していく。

地域としては、学校保護者と連携を取りながら、していきたいと思いま
す。

運動会の種目に町会との間接交流を企画して頂きまして、たいへん有
難くお礼申し上げます。今後児童参加の地域行事の検討していきた
い。

地域の行事等が中止になる中でも、学校、地域、保護者が協力するこ
とは大切だと思います。

コロナ禍だからこそ、一つ一つのイベントでの学校、先生方、児童の工
夫と努力、保護者や地域の協力の成果の表れかと思います。

学校のホームページで学校の様子が良く分かります。

コロナ禍で保護者、地域との連携機会が減り残念ですが広報紙やホー
ムページを通して多くの情報をいただきありがとうございます。

祝日で学校が休みの時も「放課後あるでしょ」という声もあり、児童が学
校が好きな事がよくわかる。

コロナ禍でできることが限られているなか、子どもたちの成長にとって
何ができるか考えされられます。対策を講じながら、できる限り行ったこ
とが肯定的な回答につながっていると思います。

２年以上にわたり、コロナ禍の中、学校行事もできるかぎりの対策を講
じて、家庭や地域に交流の場を設けていただいたと思っています。

ホームページでの情報公開がよくなされており、「開かれた学校づくり」
を目指し努力されていると感じる。スクールサポートとしてもさらに学校

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

３：
全て
80％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

家庭への啓発活動を通じて、家庭学習の
一層の充実を図る。

３

C3

P3

３

C３

P４

２：
全て
70％
以上

１：
いず
れか
でも
70％
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

各教科等の学習と関連させたり年３回の読
書週間を活用したりして、多様な読書活動
を推進する。

１：
いず
れか
でも
70％
未満

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

3

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

3

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

先生方がいろいろと考え工夫しながら取りくんでいる。

学ぶ意欲は、先生方や保護者が”おしりをたたく”のと紙一重
かと思います。前述のICTの活用と読書の興味を考えると、読
書に興味をもたせるのは大変だと思います。その中で読書週
間等のイベントの活動は成果をあげていると思います。

児童が継続した読書習慣を身に付けられるよう読書週間をさ
らに充実させて下さい。

学習とは別に児童が興味を持ちそうな本（マンガでの学習や
人気のもの）を多く入れていることで本を読みにくる児童が増
えた

授業改善推進プランのリニューアルや学習カルテを用いて一
人一人にあった学習を進めたことで児童の”授業で学習したこ
とがわかる”の肯定的解答が昨年度に比べて３％アップし成
果につながっていると感じた。

今後、中学生になっても数学をはじめ、各教科の学習の中で、
問題の意図するところを読み取る力となる学習だと思います。

取組評価がすべてにおいて「4」であってほしい。一人一人の
学力は単元ごとでも異なるので学期ごとではなくより細やかで
スピーディーな評価・対応をしてほしい。

　あえて成果指標とする項目を増や
してハードルを上げた。児童につい
ては、「本を読むことが好き」の追加
指標項目の評価に２極化の傾向。
読書学習司書と連携して年３回の
読書週間の取組や各学年でのビブ
リオトーク、家庭と連携した家読等、
多様な読書活動を推進した。語彙を
豊かにしたり想像力、思考力を伸ば
すためにも、読書活動は重要である
と考えている。児童がさらに読書の
意義や楽しさを感じられるように指
導を工夫する。
　授業改善推進プランをリニューア
ルした。基礎的・基本的な学習内容
を確実な習得やそれに基づき自分
の考えをまとめたり表現したりする
力を伸ばすことを目指して、児童の
語彙力を高める取組を一層工夫し
ていく。習熟度別指導や効果的な補
習等、一人一人の習熟の度合いに
応じた指導の工夫・充実を図る。

12Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

１：
いず
れか
でも
70％
未満

人を思う心の教育ができていると思います。

運動会、まとめ展によく出ていると思います。

指導の項目を増やした事は、児童の気持ちを細やかに汲み
取るためのものと考えれば、その配慮は評価されていると思
います。児童にとっても保護者にとっても、相談できる学校で
あると考えられます。

いじめの未然防止や不登校などの対応の取組評価が高く、こ
れからも地域関係組織を含めた全体での取り組みが大事だと
感じました。

「くじけない子」を教育目標としていただいたこと、とても良いと
思います。一人一人、力量、性格、生活環境はことなります
が、先生方の励ましが子どもたちの未来を明るくしてくれま
す。

制限がある中のイベントにも児童は理解を示し、楽しそうに参
加している。中でも印象に残っているのは「七夕かざり」のイベ
ントで、多くの児童が［コロナが早くおわる事］を願っていた。い
ろいろなストレスを感じながらもそれを出さずに生活している
姿は児童の成長を感じた。

問題行動・不登校等への取り組みは登校支援員の方を中心
にとてもよく対応しているように感じる。コロナ禍で子どもや大
人も不安が多い仲、学校の先生方のきめ細やかな対応には
頭が下がる思いです。

体力の向上、健康の増進は先生方が考えてむりのないように指導をしている。

コロナの影響で体力低下が心配されていますので、体育の授業での体力テスト
を行うことで児童の体がわかってよいと思います。体力向上につなげてくださ
い。

コロナ禍２年　感染対策としての体育指導、イベントの全般、学校はいろいろと
工夫をして開催してくれました。児童もがまんを強いられてきたと思います。この
時期に数字で体力向上を求められるのは酷かと思います。

ホームページ「なかろくDIARY」の内容が充実していて、保護者、地域の信頼を
得ています。児童の様子于を毎日更新されるのはご苦労多いでしょうが今後と
もよろしくお願いします。

多くの児童が校庭での外遊びを心待ちにしていてその時間になると、元気に所
狭しと遊んでいる。

運動会に向けて、タブレットやホームページで練習過程を保護者に伝えていく
のは、取り組みの様子がわかるのでとてもよいと感じました。当日の成果だけ
でなく、練習の取り組を子どもと共有できがんばりを認める幅が広がったと思い
ます。

クラブ活動含め行動制限が多い仲、学校はさまざまな実現に向けてよく努力し
ていると感じる。子どもの生活習慣を崩さないための支援（早寝早起き朝ごは
ん）も崩れそうなタイミングで実施していて、家庭への配慮もしっかりとされてい
る。

学校生活は楽しい＝学校へ行くのが楽しいということで、とて
も良い事だと思います。

魅力ある教育環境づくり この項目は特に児童、保護者が求め
る事と思います。向上している評価なのでひき続きがんばって
ください。

学校で習った事を楽しそうに話す児童が増えてきており、教職
員の方々が工夫をして授業を行ってくれているのが分かる。

コロナ禍でも、教職員の皆様の、児童の安全な教育環境をつ
くるために、大変な努力をされていることに感謝しています。

制限ある中で最大限の努力はしていると感じる。いつまで続く
かわからない状況ではあるが、来年度はさらに踏み込んだ活
動を期待します。

制限の多い中、最大限の努力をいただいて、日々の授業、特
別活動、行事をその時の状況を鑑みて一番教育効果が高い
ことをしていただいていることを感謝申し上げます。
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3

4

3

4

4

3

　あえて成果指標とする項目を増やして
ハードルを上げた。そのため、児童の成
果指標の値は下がったが、各項目の肯
定的回答率は昨年度と同程度又は上
昇している。また保護者の肯定的な回
答も同様の傾向である。
  教育目標に「くじけない子」を加え、感
染症対策を講じながら人との関わりを
大切にした指導や活動に取り組んでき
た。１２月の道徳授業地区公開講座で
もそれを大きなテーマに掲げ、保護者等
への啓発を図り連携の深化を試みてき
た。コロナ禍の中での小中一貫の取組
には困難もあったが、１月には志茂田
中学校区のSNSルール共通化を目指し
た児童会・生徒会代表によるオンライン
会議を行うなど、統一感のある健全育
成を大切にした実のある取組を行うこと
もできた。
　今年度、いじめ防止基本方針を改訂し
た。方針の趣旨や内容について学校全
体で改めて確認した。また学校ホーム
ページを通じて公表することで、責任の
明確化を図った。いじめ防止に向けた
対応の在り方を共有し、特に小さなトラ
ブルの段階での早期対応を行い、未然
防止に努めてきた。
　不登校等、適応に課題がある児童、コ
ロナ感染不安による出席停止等の児童
も複数見られる。一人一人の事情を踏
まえて、登校支援員による支援、別室で
の登校、オンライン授業配信等、多様な
対応を進めてきた。ケース会議を通じて
ＳＣ、ＳＳＷ、子ども家庭支援センター等
とも連携をとりながら、困難な状況に寄
り添った対応に努めていく。

4
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４

C４

P４

　コロナ禍の影響もあり、教育研究推
進校の発表には制限も多く、教員の
指導力向上にはつながりにくい面が
あった。学校公開も保護者の参観時
間を制限するなどしながらの実施で
あり、広聴活動として必ずしも十分と
はいえない面もあった。校内研究会
の機会確保に努め、分科会ごとの研
究授業や提案授業公開等の取組、ま
た各学期のペア研修を通じて、教員
同士の授業力向上を図ってきた。
　生活指導及び特別支援教育に係る
校内委員会を毎月実施し、問題解決
や必要な支援の在り方を検討したり
共有したりする機会を確保してきた。
児童一人一人の学校生活への適応
を重視して、今後も継続していく。
　学校安全に関する取組の充実に向
けて、学校危機管理マニュアルの全
面的な改訂に取り組んだ。また、それ
に基づく安全指導や防災訓練を実施
した。実施後の反省をすぐに改善に
つなげられるようにしていく。

３：

全て
80％
以上

２：

全て
70％
以上

１：

いず
れか
でも
70％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3
Ｃ（児　童）：
　「授業では、新しい
ことや難しいことにも
すすんで取り組んで
いる」　と回答した児
童の割合
85

Ｐ（保護者）：
　「学校は、今日的な
教育課題（外国語を
含むコミュニケーショ
ン能力、ＩＣＴ活用能
力、論理的思考力の
育成等）に対応した
教育活動の推進に
努めている」　と回答
した保護者の割合
95

４：

全て
90％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

タブレットなどを使った教育で、とても良いと思います。

コロナ禍で、人とのつながりが、制限されているなかでもコミュ
ニケーション能力が評価されている事は、工夫の表れだと思
います。

ICT機器の活用はコロナ禍において、重要な学習方法となって
いると思われます。上手に活用することで先生方の工夫が、
児童に伝わると尚、良いと思います。これからの児童はICTに
苦手意識などなく、社会で活用していく必要があります。その
手助けになっていると読みとれます。

タブレットの運用やオンラインでの対応など学校先生方も様々
な工夫、チャレンジをしてくださっていると思います。

教員（先生方）の一層の指導技術向上を期待しています。

放課後ひろばを利用する児童の多くが、先に学習を終わらせ
てから遊ぶという流れが定着していて、その中にタブレット学
習や習い事の課題もやる姿が見られる

今般のコロナ禍において、社会全体が対面からリモートへと
移行する中で、子供たちにコミュニケーション能力を身に付け
る教育に期待しています。

タブレット端末の活用が大変よくなされていると感じている。教
員のみなさんにおいてもICT活用の努力をなされていて教員
の「新しいこと・難しいこと」へ積極的に取り組む姿が、子ども
たちへ影響しているのではないでしょうか。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4 ３：

全て
80％
以上 Ｂ

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4 １：
いず
れか
でも
70％
未満

Ｄ

３
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　保護者の「今日的な教育課題に対
応した教育活動」に対する肯定的な
回答が前年度から５ポイント、一昨
年度から１０ポイント上昇した。一人
一台のタブレット端末の運用が全学
年で本格的に実施され、ICTサポー
ターの支援を受けながら各学年・学
級で積極的に活用するようになって
きたことが大きいと考えられる。教員
の指導技術向上を目指し、ICTサ
ポーターの支援を受けながら校内
研修等も少しずつ重ねてきた。児童
の情報活用能力の育成を、６年間
の学びを見通しながらそれぞれの
学年で系統的に推進できるように、
計画を整理していく。
　児童の「すすんで取り組んでいる」
に対する肯定的回答は昨年度から
２ポイント減。「これからの社会にし
なやかに対応する力と自信」を身に
付けさせるためには、様々な新しい
こと、少し難しいことにチャレンジす
る機会をもたせるとともに、困難に
向き合ってねばり強く課題を解決す
ることの達成感、喜びを味わわせた
い。その点から問題解決学習に対
する一人一人の児童への丁寧な支
援と適切な評価を大切にする。

Ａ 12


